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α= 0.5 mm， H = 0.3皿皿，dl = 10皿皿，ゐ =5皿皿，d3 = 15皿皿，d4 = 19 mm， dx = 38 
mm， and D = 45 mmとした.八本宇田モノポール素子は垂直入射の平面波で励振され，(0.， <T.)
方向への散乱波の位相がらの関数として求められる.数値シミュレーシヨンの結果，らを 5皿皿




(= l3)が非同一であることに注意されたい.ここでは 1例として，図 1(b)の左端にあるアンテナ
素子の導波器長が5皿皿として忍者アレーアンテナを設計した.図1(b)の左端から見て，他のア
ンテナ素子の導波器長leはそれぞれ5，10， 14， 16， 19， 5， 7， 10 mmである.アレー素子間隔
























と比較して 3dB低くなる周波数の下限と上限である. /1 = 3.7 GHz， h > 7 GHzであることか
ら，試作した忍者アレーアンテナのBSCSの3dB帯域は， 61%以上であることが分かる.これら
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